








要約:生後 5～7日に濾紙血による新生児高コレステロール血症スクリーニングを平成元年

12 月から 2 年 2 月の 3 ヵ月間で新潟県内で出生した 2,954 人の新生児に対して行なった。

濾紙血コレステロー値の 95 パーセンタイルをカットオフ値とし、1 歳 6～8 ヵ月時に連絡

のとれた 78人に精密検査を勧め、その 47 人(60%)が新潟大学小児科を受診した。両親を含

めた精密検査により、4 人の家族性高コレステロール血症(ヘテロ)と考えられる症例が発

見された。これらの症例の両親のいずれかに高コレステロール血症が認められ、家族性高

コレステロール血症(ヘテロ)と考えられた。以上の成績より、高コレステロール血症マス

スクリーニングは濾紙血法により生後5～7日で可能であり、行政的にも実施し得ると考え

る。 


